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1.  平成22年2月期第3四半期の業績（平成21年3月1日～平成21年11月30日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年2月期第3四半期 36,116 ― △247 ― △135 ― △2,795 ―
21年2月期第3四半期 42,034 0.3 1,702 △4.0 1,836 △3.0 742 △4.0

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年2月期第3四半期 △179.24 ―
21年2月期第3四半期 47.63 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年2月期第3四半期 31,464 14,954 47.5 958.95
21年2月期 36,991 18,373 49.7 1,178.18

（参考） 自己資本   22年2月期第3四半期  14,954百万円 21年2月期  18,373百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  有  
 

1株当たり配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年2月期 ― 20.00 ― 20.00 40.00
22年2月期 ― 20.00 ―
22年2月期 

（予想）
10.00 30.00

3.  平成22年2月期の業績予想（平成21年3月1日～平成22年2月28日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）業績予想数値の当四半期における修正の有無  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 48,950 △13.6 △382 ― △214 ― △3,000 ― △192.38
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4.  その他 
(1) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

（注）詳細は、６ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。 

(2) 四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項
等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、６ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年2月期第3四半期 15,597,638株 21年2月期  15,597,638株
② 期末自己株式数 22年2月期第3四半期  3,133株 21年2月期  2,951株
③ 期中平均株式数（四半期累計期間） 22年2月期第3四半期 15,594,551株 21年2月期第3四半期 15,594,872株

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
1.本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等はさまざまな要因により大きく異なる可能性があります。平成21年10月９日公表いたしました「平成22年２月期 第２四半期決算短信」の通期
の業績予想を修正しております。詳細については６ページ【定性的情報・財務諸表等】3.業績予想に関する定性的情報をご覧ください。 
2.当事業年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用
指針第14号）を適用しております。また、「四半期財務諸表等規則」に従い四半期財務諸表を作成しております。 
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【定性的情報・財務諸表等】 

１．経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期累計期間における我が国経済は、昨年秋からの世界的な金融危機による景気低迷が続く

中、政府による景気刺激対策により一部の業種においては底打ち感の兆しが見られるものの、大多数の

企業収益は大幅な減少を強いられ、依然として大変厳しい状況下で推移いたしました。 

 ジーンズカジュアル業界におきましても、雇用及び所得環境が悪化する中で先行き不透明感が更に増

すとともに、生活防衛意識や節約志向がより高まる状況によって個人消費が停滞し、また外資を含むフ

ァストファッションの台頭等によって消費者の低価格志向が一層強まりました。 

 このような状況の中で、当社は、来店客数の増加と差別化を図るべくテレビＣＭや新聞広告及びそれ

と連動したチラシを活用した販売促進活動を実施したことに加え、ＰＢ商品を中心に価格訴求商品の展

開を強化し積極的な販売活動に努めました。 

 また、赤字店の撲滅を強力に推し進め収益回復に努めるとともに、一刻も早く業績立直しを図るべく

事業の構造改革にも迅速に着手しました。 

 しかしながら、消費マインドの冷え込みや低価格志向の強まりによりプロパー消化率が低下し、また

天候不順に対する臨機応変な対応が不十分であったことなど、マーケットニーズを適確に捉えることが

できず、当第３四半期累計期間の既存店舗売上高は、前年同期比16.1％減の結果となりました。 

 商品動向としましては、キッズが引続き堅調に推移いたしましたが、レディースのジーンズ及びカッ

トソーが不振でした。 

 店舗の状況につきましては、当第３四半期累計期間において新規出店21店舗、不採算店30店舗の閉店

により、第３四半期末店舗数は558店舗（前年同期比11店舗減少）となりました。 

 これらの結果、売上高及び売上総利益が減少する一方で、販売費及び一般管理費については、新規出

店抑制や不採算店舗の閉店加速に加えコスト全般のコントロールにも注力し、人件費及び営業地代家賃

を中心に諸経費を削減してまいりました。しかし、売上総利益の減少を補うには至らず、また、特別損

失で減損損失872百万円、店舗閉鎖損失引当金繰入額362百万円、さらに、繰延税金資産の取崩しによる

法人税等調整額1,281百万円を計上したため、当第３四半期累計期間における売上高は36,116百万円、営

業損失は247百万円、経常損失は135百万円、四半期純損失は2,795百万円となりました。 

（注）当事業年度より「四半期財務諸表等規則」に従い四半期財務諸表を作成しておりますので、前年

同期数値は参考として記載しております。 
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２．財政状態に関する定性的情報 

（総資産） 

当第３四半期会計期間末における総資産は、前事業年度末に比べ5,526百万円減少し、31,464

百万円となりました。 

流動資産は、前事業年度末に比べ4,008百万円減少し、21,575百万円となりました。これは主

に現金及び預金が5,357百万円減少したこと等によるものであります。 

固定資産は、前事業年度末に比べ1,517百万円減少し、9,888百万円となりました。これは主に

繰延税金資産の取崩し1,015百万円、閉店により敷金及び保証金が434百万円減少したこと等によ

るものであります。 

 

（負債） 

当第３四半期会計期間末の負債合計は、前事業年度末に比べ2,107百万円減少し、16,510百万

円となりました。 

流動負債は、前事業年度末に比べ2,720百万円減少し、13,683百万円となりました。これは主

に支払手形及び買掛金が3,477百万円減少したこと等によるものであります。 

固定負債は、前事業年度末に比べ613百万円増加し、2,826百万円となりました。これは主に長

期未払金が266百万円、長期リース資産減損勘定が185百万円それぞれ増加したこと等によるもの

であります。 

 

（純資産） 

当第３四半期会計期間末における純資産合計は、前事業年度末に比べ3,419百万円減少し純資

産は14,954百万円となりました。 

これは主に四半期純損失を2,795百万円計上したことや剰余金の配当623百万円などによるもの

であり、総資産に占める自己資本比率は47.5％となり前事業年度末に比べ2.2ポイント減となり

ました。 

 

（１株当たり純資産額） 

当第３四半期会計期間末における１株当たり純資産額は958円95銭となり前事業年度末に比べ

219円24銭の減少となりました。 
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（キャッシュ・フローの状況） 

当第３四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、投資活動

はプラス、営業活動及び財務活動によるキャッシュ・フローはマイナスとなり、資金は前事業年

度末に比べ5,357百万円減少し、7,074百万円となりました。 

また当第３四半期累計期間における各キャッシュ・フローは次のとおりであります。 

 

①営業活動によるキャッシュ・フロー 

営業活動によるキャッシュ・フローは、4,775百万円の支出となりました。 

これは主に、税引前四半期純損失を1,373百万円計上するとともに、仕入債務の減少3,075百

万円、法人税等の支払額729百万円を計上したこと等によるものであります。 

 

②投資活動によるキャッシュ・フロー 

投資活動によるキャッシュ・フローは、41百万円の収入となりました。 

これは主に、敷金及び保証金の回収による収入が309百万円あった一方で、敷金及び保証金

の差入による支出202百万円を支出したこと等によるものであります。 

 

③財務活動によるキャッシュ・フロー 

財務活動によるキャッシュ・フローは、623百万円の支出となりました。 

これは主に配当金の支払額623百万円によるものであります。 

㈱マックハウス（７６０３）　平成２２年２月期　第３四半期決算短信（非連結）

－5－



 

３．業績予想に関する定性的情報 

平成21年10月９日公表いたしました「平成22年２月期 第２四半期決算短信」の通期の業績予

想を修正しております。 

詳細につきましては、本日付「特別損失の計上、繰延税金資産の取崩し及び平成22年２月期業

績予想の修正並びに期末配当予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 

 

 

４．その他 

(1) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

    簡便な会計処理については重要性が乏しいため、記載は省略いたします。 

    また、四半期財務諸表の作成に特有の会計処理は、該当事項はありません。 

 

 

(2) 四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①当事業年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期

財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。

また、「四半期財務諸表等規則」に従い四半期財務諸表を作成しております。 

②たな卸資産については、従来、月別総平均法による原価法によっておりましたが、当第１四

半期会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年７月

５日）が適用されたことに伴い、月別総平均法による原価法（貸借対照表価額については収益

性の低下に基づく簿価切下げの方法）により算定しております。 

 これによる損益への影響はありません。 
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5.【四半期財務諸表】 
(1)【四半期貸借対照表】 

(単位：百万円)

当第３四半期会計期間末 
(平成21年11月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成21年２月28日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 8,488 13,846

売掛金 1,163 543

商品 11,291 10,393

前渡金 4 7

前払費用 499 489

繰延税金資産 － 246

未収消費税等 46 －

その他 81 58

流動資産合計 21,575 25,584

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 235 256

建物附属設備（純額） 782 651

構築物（純額） 82 88

工具、器具及び備品（純額） 128 144

土地 238 238

建設仮勘定 0 2

有形固定資産合計 1,468 1,381

無形固定資産   

借地権 106 106

商標権 0 0

ソフトウエア 139 186

無形固定資産合計 246 293

投資その他の資産   

出資金 0 0

長期前払費用 353 430

敷金及び保証金 7,764 8,198

出店仮勘定 10 59

破産更生債権等 6 3

繰延税金資産 － 1,015

その他 81 78

貸倒引当金 △42 △55

投資その他の資産合計 8,174 9,731

固定資産合計 9,888 11,406

資産合計 31,464 36,991
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(単位：百万円)

当第３四半期会計期間末 
(平成21年11月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成21年２月28日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 7,201 10,679

ファクタリング債務 4,108 3,709

未払金 86 31

未払法人税等 71 749

未払消費税等 － 3

未払費用 1,422 940

預り金 17 59

前受収益 27 22

賞与引当金 33 149

店舗閉鎖損失引当金 362 －

リース資産減損勘定 310 －

その他 42 58

流動負債合計 13,683 16,404

固定負債   

長期未払金 266 －

退職給付引当金 1,378 1,293

役員退職慰労引当金 109 105

転貸損失引当金 186 156

長期預り保証金 168 146

長期リース資産減損勘定 698 512

繰延税金負債 19 －

固定負債合計 2,826 2,213

負債合計 16,510 18,617

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,617 1,617

資本剰余金 5,299 5,299

利益剰余金 8,042 11,461

自己株式 △5 △5

株主資本合計 14,954 18,373

純資産合計 14,954 18,373

負債純資産合計 31,464 36,991

㈱マックハウス（７６０３）　平成２２年２月期　第３四半期決算短信（非連結）

－8－



(2)【四半期損益計算書】 
【第３四半期累計期間】 

(単位：百万円)

当第３四半期累計期間 
(自 平成21年３月１日 
 至 平成21年11月30日) 

売上高 36,116

売上原価 20,198

売上総利益 15,918

販売費及び一般管理費 16,166

営業損失（△） △247

営業外収益  

受取利息 24

受取配当金 0

受取家賃 219

受取手数料 125

雑収入 26

営業外収益合計 395

営業外費用  

支払利息 2

不動産賃貸費用 195

転貸損失引当金繰入額 74

雑損失 10

営業外費用合計 283

経常損失（△） △135

特別利益  

貸倒引当金戻入額 18

転貸損失引当金戻入額 19

特別利益合計 38

特別損失  

固定資産除却損 33

店舗閉鎖損失 8

減損損失 872

店舗閉鎖損失引当金繰入額 362

特別損失合計 1,276

税引前四半期純損失（△） △1,373

法人税、住民税及び事業税 140

法人税等調整額 1,281

法人税等合計 1,421

四半期純損失（△） △2,795
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】 

(単位：百万円)

当第３四半期累計期間 
(自 平成21年３月１日 
 至 平成21年11月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税引前四半期純損失（△） △1,373

減価償却費 232

減損損失 872

退職給付引当金の増減額（△は減少） 84

賞与引当金の増減額（△は減少） △116

貸倒引当金の増減額（△は減少） △13

受取利息及び受取配当金 △24

転貸損失引当金の増減額（△は減少） 29

支払利息 2

賃借料との相殺による保証金返還額 329

売上債権の増減額（△は増加） △619

たな卸資産の増減額（△は増加） △898

仕入債務の増減額（△は減少） △3,075

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 3

店舗閉鎖損失引当金の増減額（△は減少） 362

固定資産除却損 33

店舗閉鎖損失 8

未払消費税等の増減額（△は減少） △3

未収消費税等の増減額（△は増加） △46

その他 219

小計 △3,992

利息及び配当金の受取額 2

利息の支払額 △2

法人税等の支払額 △729

過年度法人税等の支払額 △53

営業活動によるキャッシュ・フロー △4,775

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △61

無形固定資産の取得による支出 △3

敷金及び保証金の差入による支出 △202

敷金及び保証金の回収による収入 309

投資活動によるキャッシュ・フロー 41

財務活動によるキャッシュ・フロー  

自己株式の取得による支出 △0

配当金の支払額 △623

財務活動によるキャッシュ・フロー △623

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △5,357

現金及び現金同等物の期首残高 12,432

現金及び現金同等物の四半期末残高 7,074
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当事業年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表

に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期

財務諸表等規則」に従い四半期財務諸表を作成しております。 

 

(4) 継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

 

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

    該当事項はありません。 
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「参考資料」 

 前年同四半期に係る財務諸表等 

 （１）（要約）四半期損益計算書 

     前第３四半期累計期間（平成20年３月１日～平成20年11月30日） 

 

                 （単位：百万円） 

科 目  

前年同四半期 

平成21年２月期 

第３四半期 

金 額  

Ⅰ 売上高 42,034

Ⅱ 売上原価 23,143

   売上総利益 18,891

Ⅲ 販売費及び一般管理費 17,189

   営業利益 1,702

Ⅳ 営業外収益 423

Ⅴ 営業外費用 289

   経常利益 1,836

Ⅵ 特別利益 46

Ⅶ 特別損失 397

   税引前四半期純利益 1,484

   法人税、住民税及び事業税 888

   法人税等調整額 △145

   四半期純利益 742
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（２）（要約）キャッシュ・フロー計算書 

     前第３四半期累計期間（平成20年３月１日～平成20年11月30日） 

                           

                          （単位：百万円） 

 
前年同四半期 

平成21年２月期 

第３四半期 

区 分  金 額  

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー 

 １. 税引前四半期純利益 1,484

 ２. 減価償却費 245

 ３. 減損損失 360

 ４. 賞与引当金の減少額 △128

 ５. 退職給付引当金の増加額 79

 ６. 役員退職慰労引当金の増加額 8

 ７. 貸倒引当金の減少額 △15

 ８. 転貸損失引当金の増加額 27

 ９. 受取利息及び受取配当金 △27

 10. 支払利息 0

 11. 支払家賃（保証金相殺） 368

 12. 固定資産除却損 27

 13. 店舗解約に伴う損失金 9

 14. 売上債権の増加額 △1,444

 15. たな卸資産の増加額 △3,841

 16. 仕入債務の増加額 1,211

 17. 未払消費税等の減少額 △191

 18. その他 458

    小計 △1,367

 19. 利息及び配当金の受取額 4

 20. 利息の支払額 △0

 21. 法人税等の支払額 △643

 22. 法人税等の還付額 6

 23. 損害補償金の受取額 10

    営業活動によるキャッシュ・フロー △1,989

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー 

 １. 有形固定資産の取得による支出 △145

 ２. 敷金保証金等の投資による支出 △520

 ３. 敷金保証金等の回収による収入 474

 ４. その他 △24

    投資活動によるキャッシュ・フロー △215

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー 

 １. 長期借入金の返済による支出 △19

 ２. 割賦返済による支出 △3

 ３. 自己株式の取得による支出 △0

 ４. 配当金の支払額 △623

    財務活動によるキャッシュ・フロー △646

Ⅳ 現金及び現金同等物の減少額 △2,850

Ⅴ 現金及び現金同等物の期首残高 12,512

Ⅵ 現金及び現金同等物の四半期末残高 9,661
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